議会運営委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成２６年１１月１２日(水)　午前１０時００分～午後０時４分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　加藤和男　　副委員長　　さとうゆみ
委　員　浅井たつお　伊藤祐司　　岡崎つよし　
佐野尚人　　丹羽茂雄　　水野とみ子
議　長　川合保生　　副議長　　　木村さゆり

	
	事務局
	事務局長　同補佐　主任


１　あいさつ
議長
市長
２　議題
（１）　平成２６年第４回長久手市議会定例会について
　ア　付議予定議案について
＜説明：総務部次長＞
　　・　議案第５２号から議案第７４号まで（議案の概要のとおり）
・　議案第５６号、５７号及び６７号は、開会日の議決をお願いしたい。

・　国民健康保険条例の改正議案は、政令が公布され次第、追加上程の予定
（委員長）・　説明の内容について、意見はあるか。
＜異議なし＞
イ　会期日程について　
＜説明：事務局＞
・　１１月２７日から１２月１９日までの２３日間
・　１２月９日総務委員会、１０日くらし建設委員会、１１日教育福祉委員会

　　１２月１１日建設部が会計検査のため、上記のとおりとしたい
（委員長）・　説明のとおりの会期日程でよいか。
＜異議なし＞
ウ　議事日程
　＜説明：事務局＞（議事日程第１号～議事日程第６号のとおり）　　　
・　第１号　会議録署名議員　すえ規代議員、丹羽茂雄議員の２人
会期の決定、諸般の報告、議案の上程・説明、議案第５６号・５７号・６７号（質疑、委員会付託、委員長報告、討論採決）
・　第２号　諸般の報告に対する質疑、議案に対する質疑、委員会付託
・　第３号～第５号　一般質問（個人質問）午前９時３０分開議
・　第６号　委員長報告、委員長報告に対する質疑、討論採決
（委員長）・　説明のとおりの議事日程でよいか。

＜異議なし＞

エ　その他
＜説明：事務局＞（付託表のとおり）

· 付託議案　総務委員会（予算１件、条例６件、その他１件）

教育福祉委員会（予算１件、条例４件、その他２件）

くらし建設委員会（予算２件、条例１件、契約１件、その他３件）

議会運営委員会（条例１件）
（委員長）・　説明の内容について、意見はあるか。

＜異議なし＞
＜１０：４５　休憩＞

＜１０：５５　再開＞

（２）　議会報告会について
（委員長）・　議会報告会を実施した感想や改善点等意見はあるか。

＜意見なし＞

（委員長）・　私から各会場の責任者へ連絡し、会議録を１１月２１日までに作成し、事務局へ提出するよう依頼する。アンケートの集計は正副委員長で行う。会議録及びアンケート結果等を議運で確認した後、結果報告を議会ホームページで公表する。
（３）　委員会定数について

（委員長）・　前回の議運では、２常任委員会とし、議長は委員会に所属しないことに決まったが、所管事務の内訳はどのようにするべきか意見はあるか。
（委　員）・　先週の段階で、事務局を通じて議長あてに改選後の常任委員会について、全員協議会で協議してほしい旨の申入書を提出したが、取扱いはどうなっているか。
（委員長）・　正式な話としては聞いていない。

（委　員）・　事務局に手渡してあるので、議長に申入書が渡っていないのはおかしい。

（事務局）・　議長あての申入書を預かっているが、提出議員から申入書を預かった際、直接議長に申入れをするよう依頼した。本日の時点では、直接議長に申入れはない。
（委員長）・　議長から議運に対して検討すべき指示があれば、検討していきたい。

（委　員）・　議長に申入書が手渡されなければ、正式な受理ではないということか。事務局は申入書を預かったのであれば、議長にその旨説明し手渡すべきではないか。
（事務局）・　申入書の提出議員からは、預かって欲しい旨の申し出であった。なお申入書を預かった旨は、その際議長に報告してある。

（議　長）・　申入書が事務局に持ち込まれた当日は南木曽町に出張しており、申入書が持ち込まれた旨、局長より電話で報告を受けた。また、議運の決定内容を改めて全員協議会で協議することについて、法的に問題がない旨も確認している。しかし、申入書については、提出議員へ直接議長に話をするよう事務局が依頼していたにもかかわらず、現時点で本人から何の話もないため、私からは議運に対して何ら提案事項はない。
（委　員）・　申入書の提出の有無も重要だが、大きく意見が分かれる案件を強行に採決をした点にそもそも問題があると思われる。
・　申入書提出の手続きのどこに不備があったのか明らかにすべきでないか。

（議　長）・　事務局が提出議員に対し直接議長に話をするよう依頼してあったにもかかわらず、現時点で本人から何の話もない事が問題ということだ。手続きの不備ということではない。

（委員長）・　事務局から申入書の提出議員に対し、改めて議長に直接話をするよう依頼して欲しい。それを受けて、議長には議運、全員協議会、全員打合会のいずれで議論するか決めて頂くことでよいか。
（事務局）・　提出議員に再度依頼する。

（委　員）・　前回の議運の決定は一旦撤回して、再度、一から議論してはどうか。次期改選までに結論を出さなければならない話であるので、全議員が納得できる形になるよう議論するべきではないか。
・　前回の議運では、意見が大きく分かれる案件は、全員協議会で議論するよう話を出したが、強行で採決し議運としての結論が出された。そのため、全員協議会で議論するよう申入書を提出した。

・　前回の議運の中で、正副議長及び正副委員長で検討案を作成するべきと提案している。

（議　長）・　議運で前回の決定事項を撤回し、改めて全員で議論することを決めればすむ話である。

（委　員）・　現状では二者択一の議論となっているが、全員で議論するのであれば、正副議長及び正副委員長に検討案を作成して頂きたい。
・　前回の議運で２常任委員会ということで決まったので、まずは２常任委員会を試行してみてはどうか。
（議　長）・　全員で議論してまとまらなかった場合の対応も考慮した上で検討して欲しい。まずは全員打合会で議論してはどうか。
（委　員）・　委員会で大きく意見が分かれた案件を何でも全員協議会で議論する前例は作るべきではないと思うので、まずは全員打合会で議論してはどうか。

（副委員長）・　この案件の決定内容は、改選後の議員に影響が大きいので、全員打合会ではなく全員協議会とし会議録を残すべきではないか。
（議　長）・　全員協議会は決定機関であるため、まずは全員打合会で議員の意見を聞くようにすべき。最終的な決定はしかるべきところで行う。

（委　員）・　そのような旨であれば、全員打合会で議論させて頂きたい。

（委員長）・　申入書の扱いはどうするか。

（委　員）・　議長が全員打合会で議論することを提案され、申入書に署名した委員が了解したのであるから、全員打合会で議論することとすればよい。
　　　　 ・　前回の議運の採決結果を採用する形で全員打合会の議論を行うのか。

（議　長）・　それも併せてこの場で決めればよい。議運の決定に法的拘束力はないので、全議員が納得する形になるまで議論すれば良い。
（委　員）・　申入書の内容について、改めて議長に説明に伺った方がよいか。

（議　長）・　申入書に署名している議員が議運に３人出席しているのであるから、内容は承知した。
＜１１：５７　休憩＞

＜１２：０２　再開＞

（委員長）・　全員打合会で議論することで良いか。

＜挙手全員＞

（委員長）・　現在の常任委員会の所管事項一覧表を配布したので、参考にして全員打合会に臨んで頂きたい。

・　全員打合会は１１月２７日本会議散会後に開催する。

３　その他

　　次回は１１月２５日（火）午前１０時

　　・　以上で議会運営委員会を終了する。
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